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有 機 資 材 の 施 用 が 土 壌 病 原 菌 に 与 え る 影 響

4 蚕ぶん施用によるダイコン子苗の立枯れ (R″ zο″ο″a sο′″j)発生の軽減効果
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1 は じ め に

蚕ぷんの施用が土壌中における自紋羽病菌の行動を著し

く抑制することは既に報告 した卜う。今回は,同様な効果

が他の土嬢病原菌についても認められるのか否か,ま たそ

の原因等を明らかにする目的で リゾクトニア菌を用いて若

干の試験を行ったので,その概要を報告する。

2試 験 方 法

1)沖積土に乾燥蚕ぷん及び VS(市販の有機廃棄物肥

料 )を施用後 ,ム ギ粒に培養 した R力

`zο

″ο″a sο′
“`を混入し,ダイコンを播種 して立枯れ苗の発生程度を調査

した。

" 
土壌及び蚕ぷんをオートクレープで滅菌処理し,1)

と同 じ方法で立枯れ苗の発生程度を調査 し,滅菌処理との

表 : 蚕ぶん施用によるダイコン苗立枯れ減少効果

壌の滅菌 非滅菌及び蚕ぶんの滅菌・非滅菌とを組合せ ,

その影響を調査 した 〈表 2)。 その結果 ,土壌・蚕ぷんの

両者とも非滅菌の場合立枯れの発生が最も少なく,両者滅

菌した場合は蚕ぷんの施用効果は著しく低下することが解

った。また,土壌の滅菌よりも蚕ぷんの滅菌処理の影響が

大きくなる (効果が減少する)傾向がみられた。

関連を検討した。

なお,R●ο′
`π
J(AC-4)は北海道大学農学部から分

譲されたもので ,エ ンバク コムギ 水をそれぞれ 5 1
3に 混合 しオートクレープで滅菌した後 ,25℃  2～ 3

週間培養 して供試した。用いたダイコンの品種は
てて
耐病総

太 り"である。

3 結果 及 び 考察

蚕ぷんの施用量を変えた場合及びVS(有機廃棄物肥料 )

との混合施用が立枯れ発生に及ぼす影響を調査したのが表

1である。これによると,蚕ぶん 100区では立枯れ苗の発

生は明らかに減少 したが,蚕 3Sん 50区では効果は明瞭でな

かった。VSの施用効果は不安定であったが ,蚕ぶんと混

合施用すると有効なように思われた。ここで立枯れ苗の発

生減少効果が明瞭に認められた蚕ぷん 100区 について ,土

土壌 蚕ぶんの滅菌・非滅菌処理が,上壌微生物に及ぼ

す影響を平板希釈法を用いて調査 した結果を表 3に示す。

この調査は恒温器内で行われたため,試験期間中に空気中

より混入する微生物数力‐沙 なかったと思われるが (特に対

照V),概 して蚕ぷんの施用は微生物数を増大させる傾向

があり,B,C両 区の細菌数において特に顕著であった。

注 1
2

4

拿 :

樹脂製の育苗箱 (40X30X10")使 用。  3 1:'859月 2日 播種,9月 14日調査。
播種数 :40粒 ,接種源300多/箱使用。    1:'859月 26日播種,10月 28日調査。
櫂病度 :枯死 10,罹病 5と し発芽数をもとに算出した。表2も 同じ。
数字は土壌 2″θ当たりの施用′数を示す。

区

I 1

発芽数

(本 )

立枯れ苗数 (本 ) 健 全
苗 数
の

罹病度
発芽数

の

立枯れ苗数 (本 ) 』級⑤
罹病度

枯 死 罹 病 枯 死 罹 病

照

照

対

対

(無接種 )

(接 種 )

34

5

0

5

0

0

0

100

37

31

0

19

0

1

0

62 9

蚕 ぶ  ん  50
ぶ  ん   100

S     25

蚕

V

蚕ぶん 50+VS 25

蚕ぶん 100+VS 25

36

34

3

37

35

23

3

3

22

12

6

18

0

1

1

7

13

0

14

22

72 2

353

100

608

35 7

01

32

33

37

33

15

6

10

6

5

1

1

0

2

2

500

203

30 3

189

182
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区

区 の 内 容 試 験 I 試験 Ⅱ 試験Ⅲ 試験V 20℃ 25℃

発芽数

肉

昴 オ轍 因 齢
酸
肉

罹病度 罹病度 罹病度 罹病度 罹病度 罹病度
土 壌 蚕ぶん

の
種

菌
接 枯 死 罹 病

対 照 I

対 照 Ⅱ

対 照 Ⅲ

対 照 Ⅳ

非滅菌

非滅菌

滅菌

滅菌

無施用

無施用

無施用

無施用

無接種

接種

無接種

接種

18

2

20

8

0

2

0

7

0

0

0

1

18

0

20

0

0

100

0

100

0

706

0

80 8

91 7

70 8

100

100

100

100

833

964

A
B
C
D

非滅菌

滅菌

非滅菌

滅菌

非滅菌

非滅菌

滅菌

滅菌

糠
籠
簾
薙

19

18

10

12

1

1

10

9

10

11

0

2

8

6

0

1

316

36 1

100

83 3

55,

58 8

77 5

84 4

30 6

44 4

44 1

688

361

52 6

823

100

393

462

66 7

100

70υ

654

92 ,

00

表 2 滅菌処理がダイコン苗立枯れの発生に及ぼす影響

表 3 蚕ぷん施用土壌の微生物相

注_微生物相 :乾± 1,当 たり細菌・ 放線菌は105, 糸

状菌は103で 示す。施用3日 後調査。

表 2と 表 3の結果は必ずしも一致 していないが,立枯れ苗

の発生程度と微生物数とは密接に関連していることをうか

がわせるものと考えられた。

蚕ぷんの施用がクワ自紋羽病の発生軽減に有効なことは

著者の一人三枝 4,'が圃場で確かめており,ま た孫工ら6'

はサッマイモ紫紋羽病においても,発病防止効果を認めて

いる。本試験で各種野菜に立枯れを起す リゾクトエア菌に

対 しても,蚕 3ξんは発病軽減の効果を有 していること力淮

かめられた。しか しその原因については未解明のままであ

る。

蚕ぶんを始めとする各種有機物の施用は ,土壌中の微生

物相を豊富にすることは既に報告 した21。 本試験において

区

25℃

細  菌 放 線 菌 糸 状 菌

対 照 Ⅱ

対 照 Ⅳ

A
B
C
D

87
37

550 7

12,340 0

2.5886

774 9

50
0

50
0

20 2

81

160

0

129 6

203 3

5950

116

も同様な傾向が認められたが,特にELEか蚕ぶんかいずれ

か一方を減菌 した場合,微生物数の増加が顕著であった。

このことが直接病害発生の減少にはつながっていないが ,

今後研究を進めていく上で留意すべきことと思われる。
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